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１ はじめに
武蔵野市 人口148,417人（令和7年8月1日現在）

武蔵野クリーンセンターは、市役所、総合体育館
などに隣接し、市街地に位置している。

次のごみの中間処理をしている。
・燃やすごみ、燃やさないごみ
・粗大ごみ
・リチウムイオン電池を含む「危険・有害ごみ」



「まちのなか」に所在する武蔵野クリーンセンター



２ これまでの経緯

昭和58年10月から「有害ごみ」の排出区分を設
けている。

同時に、排出用に赤い
「有害ごみ袋」を作成し、
無料配布してきた。



令和４年10月の火災事故の様子



２ これまでの経緯

平成31年４月から「危険・有害ごみ」と排出区
分の名称を変更

⇒ごみには「危険」なものもあるということを
周知



３ 当市での現状

令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度令和元年度

９２トン９４トン９８トン１０２トン９４トン

リチウムイオン電池を含む
「危険・有害ごみ」の排出量

 新型コロナウイルスの影響により令和２年度、令和
３年度は増加したが、ほぼ横ばい

 リチウムイオン電池の占める割合は、年々増加



３ 当市での現状

リチウムイオン電池は、

① 「危険・有害ごみ」として分別・収集
② クリーンセンターに搬入
③ クリーンセンターで選別後、リサイクル業者
に引渡し



３ 当市での現状

最も頭を悩ませているのは、燃やさないごみな
どに混入したリチウムイオン電池

燃やさないごみは、２段階で破砕し、金属など
を選別回収した後、残さを焼却

リチウムイオン電池が混入している場合、破砕
の段階で圧力がかかることで発煙、発火



３ 当市での現状

令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度令和元年度

７３件１６４件１８４件１７０件１４４件

リチウムイオン電池が原因とみられる発火件数

常時散水処理が功を奏し、発火件数は73件へ大幅
に減少



４ 現在の取り組み

市民のみなさまに適切な分別を促し、事故を防止
するため、

「混入させない取り組み」

「混入してしまった後の取り組み」を行っている。



(1)分別、排出時の取り組み

「危険・有害ごみ」としての分別収集

昭和58年10月から「有害ごみ」、平成31年4月から
「危険・有害ごみ」と排出区分を明確に設けること
で適切な分別を促し、行政が責任を持って処理して
きた。

家電取扱店などでは引き取らない膨張したリチウム
イオン電池も行政が収集している。



(2)収集時の取り組み

燃やさないごみ収集時の全量破袋
平成30年７月から燃やさないごみを全量破袋し、分別
不適物を除去している。

特にリチウムイオン電池については、パッカー車の回
転盤で押し込む際の圧力による発煙、発火を防止

リチウムイオン電池の排出が増えてきた現在において
は、事故防止に大きな効果を上げている。



(3)クリーンセンターでの取り組み

「燃やさないごみ」に混入した場合の対応

令和４年11月に「燃やさないごみ」の１次破砕機の
下部に「常時散水設備」、「排水設備」を設置
・破砕処理後にベルトコンベヤーを流れるごみに
常時散水
・発煙、発火したリチウムイオン電池を速やかに
消火



(3)クリーンセンターでの取り組み

「燃やすごみ」に混入した場合の対応

対応が難しい。

ごみピット上部から放水銃や消火栓ホースで作
業員が直接放水するしか方法がない。



(4)市民のみなさまへの周知啓発

＜これまでの取組＞
市報、ホームページ、各種SNSによる周知
動画作成

さまざまな媒体、方法で行ってきた。
ここでもう一歩、何か対策はできないか?



(4)市民のみなさまへの周知啓発

＜最近の取り組み＞
武蔵野ごみニュース特集号

「リチウムイオン電池の適正分別特集」の全戸
配布（令和５年10月号）



むさしのごみニュース「リチウムイオン電池の適正分別特
集」（令和５(2023)年10月号）



むさしのごみニュース「リチウムイオン電池の適正分別特
集」（令和５(2023)年10月号）



(4)市民のみなさまへの周知啓発

＜最近の取り組み＞
危険・有害ごみ袋の全戸配布

「危険・有害ごみ袋」に啓発チラシを添えて全
戸配布（令和６年11月）

見ずにそのままごみ箱行きとならないよう、イ
ンパクトを与える紙面づくりを工夫した。



「危険・有害ごみ袋」全戸配布時の啓発チラシ
（令和６年11月）



５ 市民のみなさまに
ご協力いただきたいこと

リチウムイオン電池は小型化、高出力化し、さ
まざまなものに使用されている。

リチウムイオン電池が使用されているとの自覚
なしに、捨ててしまう。



５ 市民のみなさまに
ご協力いただきたいこと

リチウムイオン電池の発煙、発火により、
 パッカー車やクリーンセンターの修理、復旧
 ごみ処理ができなくなる。
 パッカー車の火災で、近隣の住宅への延焼のおそれ

不適切な分別が、収集作業員、クリーンセンターの
作業員など、現場で働く人々の生命を危険にさら
すことにつながる!



５ 市民のみなさまに
ご協力いただきたいこと

市民のみなさまには、改めて適切な分別、排出
をお願いしたい。

分かりやすく、かつ、根気強く、周知啓発を
行っていくことは、行政に課せられた任務



６ 最後に

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第
137号）第６条の２第１項

市町村は一般廃棄物の処理責任を負っている。
全国の市町村がこの責任を全うするために日々、
尽力している。

「市町村は、一般廃棄物処理計画に従つて、その区域内にお
ける一般廃棄物を生活環境の保全上支障が生じないうちに収
集し、これを運搬し、及び処分（中略）しなければならな
い。」



６ 最後に
令和６年10月、東京都が「リチウムイオン電池の
広域的資源化モデル事業」を試行的実施。当市も
参加

現場である市町村でできる対策や取り組みには限
界がある。

市町村ではできない、より「上流」での対策や広
域的な取り組みを行っていただくよう、国、都道
府県にはぜひともお願いしたい。


